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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 器 の 口 部 に 取 り 付 け ら れ る キ ャ ッ プ 本 体 と 、
　 前 記 容 器 と キ ャ ッ プ 本 体 と の 間 に 配 置 さ れ る 中 栓 と を 備 え 、
　 前 記 キ ャ ッ プ 本 体 が 、 前 記 容 器 の 内 容 液 を 注 ぎ 出 す 注 出 筒 を 有 し 、
　 前 記 中 栓 が 、
　 　 前 記 注 出 筒 の 内 部 と 容 器 の 内 部 と を 連 通 す る 筒 状 体 と 、
　 　 前 記 筒 状 体 の 内 部 で 注 出 筒 側 と 容 器 側 と の 間 を 移 動 す る 移 動 弁 体 と 、
　 　 前 記 注 出 筒 側 に 移 動 し た 移 動 弁 体 の 筒 状 体 か ら の 抜 け 出 し を 規 制 す る 弾 性 規 制 部 材 と  
を 有 し 、
　 前 記 筒 状 体 は 、 前 記 注 出 筒 側 に 移 動 し た 移 動 弁 体 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ る と と も に 、  
前 記 容 器 側 に 移 動 し た 移 動 弁 体 に よ り 封 止 さ れ る も の で あ り 、
前 記 筒 状 体 が 、
側 壁 部 と 、
前 記 側 壁 部 に 容 器 側 で 接 続 さ れ て 開 口 を 有 す る 筒 底 部 と 、
前 記 筒 底 部 の 開 口 の 縁 で 注 出 筒 側 に 突 出 す る 筒 底 部 側 環 状 突 起 と
を 有 し 、
前 記 移 動 弁 体 が 、
前 記 筒 底 部 の 側 壁 部 の 内 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 筒 底 部 の 開 口 よ り も 大 径 で 、 そ の 開 口 を 通 っ  
て 容 器 側 へ 移 動 す る の を 規 制 す る 抜 け 止 め 部 と 、

請求項の数　6　（全13頁）
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前 記 抜 け 止 め 部 の 外 縁 で 容 器 側 に 突 出 す る 抜 け 止 め 部 側 環 状 突 起 と 、
前 記 筒 底 部 の 開 口 を 通 る 柱 部 と
を 有 し 、
前 記 筒 底 部 側 環 状 突 起 が 、 前 記 容 器 側 に 移 動 し た 移 動 弁 体 の 抜 け 止 め 部 側 環 状 突 起 と の 間  
に 、 前 記 容 器 の 内 容 液 で 封 止 す る 液 封 空 間 を 形 成 す る も の で あ り 、
前 記 弾 性 規 制 部 材 が 、 前 記 注 出 筒 側 に 移 動 し た 移 動 弁 体 を 、 弾 性 力 に よ り 容 器 側 に 押 圧 す  
る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 筒 状 体 の 内 部 が 、 注 出 筒 の 内 部 と 同 一 軸 心 上 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ に 記 載 の キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 弾 性 規 制 部 材 が 、 注 出 筒 の 内 部 と 筒 状 体 の 内 部 と を 連 通 す る 連 通 口 を 有 す る こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 弾 性 規 制 部 材 が 、 そ の 中 心 に 向 か う に つ れ て 容 器 側 に 突 出 し た 弾 性 傾 斜 部 を 有 す る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 弾 性 傾 斜 部 が 、 容 器 側 に 移 動 弁 体 と の 当 接 部 を 有 し 、
　 前 記 当 接 部 は 、 前 記 移 動 弁 体 の 移 動 を 規 制 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に  
記 載 の キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 柱 部 が 、
　 　 前 記 柱 部 の 側 面 に 突 出 し た 状 態 で 柱 部 の 軸 心 方 向 に 延 び る 突 起 を 有 し 、
　 　 前 記 柱 部 突 起 は 、 柱 部 の 周 方 向 に 隙 間 を 隔 て て 複 数 配 置 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ャ ッ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 容 器 に 取 り 付 け ら れ る キ ャ ッ プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 醤 油 な ど の 空 気 に 触 れ る と 劣 化 し や す い 内 容 液 を 保 存 す る 目 的 で 、 当 該 内 容 液 を 封 入 し  
た 容 器 の 蓋 と し て 、 弁 を 有 す る キ ャ ッ プ が 用 い ら れ て い る 。 当 該 キ ャ ッ プ は 、 封 入 さ れ て  
い る 内 容 液 を 容 器 の 外 部 に 注 ぎ 出 す 際 に 弁 を 開 き 、 そ れ 以 外 の 場 合 は 弁 を 閉 じ て 容 器 の 内  
部 に 外 部 の 空 気 が 侵 入 す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な キ ャ ッ プ の 一 例 と し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 内 容 液 を 注 出 さ せ る 注 出 筒 の 内 部  
と 容 器 の 内 部 と を 連 通 す る 内 部 筒 と 、 そ の 内 部 筒 の 内 側 に 配 置 さ れ る 移 動 弁 と を 有 す る キ  
ャ ッ プ が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 １ の 図 ３ に 開 示 さ れ て い る キ ャ ッ プ は 、 内 部 筒 の  
中 で 下 部 開 口 と 上 部 開 口 と の 間 を 移 動 す る こ と が で き る 移 動 弁 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 容 器 の 内 部 に 外 部 の 空 気 が 侵 入 す る の を 防 止 す る た め に 弁 を 閉 じ た 状 態 、 す な わ ち 閉 弁  
状 態 で は 、 移 動 弁 は 下 部 開 口 に 配 置 さ れ る 。 内 容 液 を 容 器 の 外 部 に 注 出 す る た め に は 、 移  
動 弁 を 上 部 開 口 に 向 か っ て 移 動 さ せ る 。 移 動 弁 の 移 動 は 、 容 器 か ら 内 容 液 を 注 出 さ せ た い  
利 用 者 が 弾 力 性 の あ る 容 器 を 握 る こ と で 、 内 容 液 に よ り 移 動 弁 を 押 圧 す る こ と に よ り 行 う  
。 こ れ に よ り 移 動 弁 と 内 部 筒 と の 間 に 内 容 液 が 通 過 す る こ と の で き る 空 間 が 生 じ て 、 弁 を  
開 い た 状 態 、 す な わ ち 開 弁 状 態 と な っ て 、 容 器 の 外 部 に 内 容 液 を 注 出 す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ４ ０ ８ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な キ ャ ッ プ で は 開 弁 状 態 か ら 閉 弁 状 態 に 移 行 す る 際 、 内 部 筒 の 上 部 開 口 か ら 下  
部 開 口 に 向 か っ て 、 移 動 弁 が 移 動 す る 。 こ れ に 伴 い 、 内 部 筒 の 中 で は 、 移 動 弁 と 注 出 筒 と  
の 間 に 空 間 が 生 じ 、 こ の 空 間 に 向 か っ て 注 出 筒 の 内 部 の 内 容 液 が サ ッ ク バ ッ ク さ れ る 。 と  
こ ろ が 、 移 動 弁 が 下 部 開 口 に 向 か っ て 安 定 し て 移 動 せ ず 、 内 容 液 の サ ッ ク バ ッ ク が 不 十 分  
と な る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 注 出 筒 の 内 部 に サ ッ ク バ ッ ク さ れ な か っ た 内 容 液 が 残 存 し  
て 、 そ の 内 容 液 が 容 器 の 外 部 等 に 飛 散 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の た め 本 発 明 で は 、 注 出 筒 の 内 部 の 内 容 液 を 安 定 し て サ ッ ク バ ッ ク す る た め に 、 閉 弁  
位 置 に 向 か っ て 安 定 し て 移 動 弁 が 移 動 す る こ と が で き る キ ャ ッ プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と  
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の キ ャ ッ プ は 、 容 器 の 口 部 に 取 り 付 け ら れ る キ ャ ッ プ  
本 体 と 、 前 記 容 器 と キ ャ ッ プ 本 体 と の 間 に 配 置 さ れ る 中 栓 と を 備 え 、 前 記 キ ャ ッ プ 本 体 が  
、 前 記 容 器 の 内 容 液 を 注 ぎ 出 す 注 出 筒 を 有 し 、 前 記 中 栓 が 、 前 記 注 出 筒 の 内 部 と 容 器 の 内  
部 と を 連 通 す る 筒 状 体 と 、 前 記 筒 状 体 の 内 部 で 注 出 筒 側 と 容 器 側 と の 間 を 移 動 す る 移 動 弁  
体 と 、 前 記 注 出 筒 側 に 移 動 し た 移 動 弁 体 の 筒 状 体 か ら の 抜 け 出 し を 規 制 す る 弾 性 規 制 部 材  
と を 有 し 、 前 記 筒 状 体 は 、 前 記 注 出 筒 側 に 移 動 し た 移 動 弁 体 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ る と  
と も に 、 前 記 容 器 側 に 移 動 し た 移 動 弁 体 に よ り 封 止 さ れ る も の で あ り 、 前 記 弾 性 規 制 部 材  
が 、 前 記 注 出 筒 側 に 移 動 し た 移 動 弁 体 を 、 弾 性 力 に よ り 容 器 側 に 押 圧 す る も の で あ る こ と  
を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ る と 、 前 記 筒 状 体 の 内 部 で 、 前 記 容 器 側 に 向 か っ て 前 記 移 動 弁 体 が  
移 動 す る 際 に 、 前 記 弾 性 規 制 部 材 の 弾 性 力 に よ る 前 記 容 器 側 へ の 押 圧 が 、 前 記 移 動 弁 体 に  
加 わ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の キ ャ ッ プ は 、 筒 状 体 の 内 部 が 、 注 出 筒 の 内 部 と 同 一 軸 心 上 に 配 置 さ れ て い る こ  
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 筒 状 体 の 内 部 と 、 注 出 筒 の 内 部 と が 同 一 軸 心 上 に な け れ ば 、 内 容 液 の 注 出 時 の 容 器 の 姿  
勢 に よ っ て 、 開 弁 状 態 と な っ て か ら 内 容 液 が 注 出 筒 か ら 注 出 さ れ る ま で の 間 に 一 時 的 に キ  
ャ ッ プ の 内 部 に 溜 め ら れ る 内 容 液 の 量 に 差 が 生 じ る 。 よ っ て 、 容 器 に お い て 異 な る 姿 勢 で  
の 内 容 液 の 注 出 を 比 較 す る と 、 注 出 開 始 時 の 注 出 感 に 差 が 生 じ る 。 し か し 、 筒 状 体 の 内 部  
が 、 注 出 筒 の 内 部 と 同 一 軸 心 上 に 配 置 さ れ て い れ ば 、 容 器 の 姿 勢 が 異 な る こ と に よ り 、 上  
記 の 一 時 的 に 溜 め ら れ る 内 容 液 の 量 に 差 が 生 じ な い た め 、 注 出 開 始 時 の 注 出 感 に 差 が 生 じ  
な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の キ ャ ッ プ は 、 弾 性 規 制 部 材 が 、 注 出 筒 の 内 部 と 筒 状 体 の 内 部 と を 連 通 す る 連 通  
口 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ る と 、 連 通 口 を 内 容 液 が 通 過 し て 注 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の キ ャ ッ プ は 、 弾 性 規 制 部 材 が 、 そ の 中 心 に 向 か う に つ れ て 容 器 側 に 突 出 し た 弾  
性 傾 斜 部 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 弾 性 規 制 部 材 の 弾 性 力 は 、 弾 性 規 制 部 材 が 移 動 弁 体 を 規 制 し た 際 に 生 じ る 弾 性 規 制 部 材  
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の 変 形 量 に よ り 定 ま る 。 弾 性 傾 斜 部 の 傾 斜 度 合 は 、 弾 性 規 制 部 材 の 変 形 量 を 定 め る 要 素 の  
１ つ で あ る た め 、 こ の よ う な 構 成 で あ る と 、 弾 性 規 制 部 材 の 弾 性 力 が 、 弾 性 傾 斜 部 の 傾 斜  
度 合 に よ っ て 定 ま る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の キ ャ ッ プ は 、 弾 性 傾 斜 部 が 、 容 器 側 に 移 動 弁 体 と の 当 接 部 を 有 し 、 前 記 当 接 部  
は 、 前 記 移 動 弁 体 の 移 動 を 規 制 す る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ る と 、 移 動 弁 体 の 移 動 を 前 記 当 接 部 が 規 制 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の キ ャ ッ プ は 、 移 動 弁 体 が 、 球 状 弁 体 で あ り 、 中 栓 が 、 注 出 筒 側 へ の 移 動 弁 体 の  
移 動 を 案 内 す る 案 内 部 を 有 し 、 前 記 案 内 部 が 、 筒 状 体 の 内 面 か ら 突 出 し た も の で あ る こ と  
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ る と 、 前 記 移 動 弁 体 は 、 前 記 案 内 部 に よ り 案 内 さ れ る と と も に 、 内  
容 液 が 前 記 案 内 部 と 移 動 弁 体 と の 隙 間 を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の キ ャ ッ プ は 、 筒 状 体 が 、 側 壁 部 と 、 前 記 側 壁 部 に 容 器 側 で 接 続 さ れ て 開 口 を 有  
す る 筒 底 部 と を 有 し 、 移 動 弁 体 が 、 前 記 筒 底 部 の 側 壁 部 の 内 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 筒 底 部 の  
開 口 よ り も 大 径 で 、 そ の 開 口 を 通 っ て 容 器 側 へ 移 動 す る の を 規 制 す る 抜 け 止 め 部 と 、 前 記  
筒 底 部 の 開 口 を 通 る 柱 部 と を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ る と 、 前 記 移 動 弁 体 の 抜 け 止 め 部 は 、 前 記 筒 底 部 の 開 口 よ り も 大 径  
で あ る た め 、 前 記 移 動 弁 体 が 前 記 筒 状 体 の 内 部 か ら 容 器 の 内 部 に 抜 け 出 す こ と が な い 。 ま  
た 、 前 記 筒 状 体 の 開 口 に よ り 前 記 柱 部 が 、 前 記 移 動 弁 体 の 移 動 を 案 内 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の キ ャ ッ プ は 、 柱 部 が 、 前 記 柱 部 の 側 面 に 突 出 し た 状 態 で 柱 部 の 軸 心 方 向 に 延 び  
る 突 起 を 有 し 、 前 記 柱 部 突 起 は 、 柱 部 の 周 方 向 に 隙 間 を 隔 て て 複 数 配 置 さ れ た も の で あ る  
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ る と 、 前 記 筒 状 体 の 開 口 が 、 前 記 柱 部 突 起 に よ り 前 記 移 動 弁 体 を 案  
内 す る と と も に 、 前 記 柱 部 突 起 ど う し の 間 に 形 成 さ れ た 、 前 記 開 口 と 移 動 弁 体 と の 隙 間 を  
内 容 液 が 通 過 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の キ ャ ッ プ は 、 筒 底 部 が 、 そ の 開 口 の 縁 で 注 出 筒 側 に 突 出 す る 筒 底 部 側 環 状 突 起  
を 有 し 、 抜 け 止 め 部 が 、 そ の 外 縁 で 容 器 側 に 突 出 す る 抜 け 止 め 部 側 環 状 突 起 を 有 し 、 前 記  
筒 底 部 側 環 状 突 起 が 、 前 記 容 器 側 に 移 動 し た 移 動 弁 の 抜 け 止 め 部 側 環 状 突 起 と の 間 に 、 前  
記 容 器 の 内 容 液 で 封 止 す る 液 封 空 間 を 形 成 す る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ る と 、 前 記 液 封 空 間 に よ り 筒 状 体 が 封 止 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の キ ャ ッ プ に よ る と 、 前 記 弾 性 規 制 部 材 か ら 前 記 容 器 側 に 押 圧 が 加 え ら れ た 移 動  
弁 体 は 、 閉 弁 位 置 に 向 か っ て 安 定 し て 移 動 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 注 出 筒 の 内 部 の  
内 容 液 を 安 定 し て サ ッ ク バ ッ ク す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 第 １ 形 態 に お け る キ ャ ッ プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 第 １ 形 態 に お け る 球 状 弁 用 筒 状 体 の 図 で あ る 。 （ ａ ） は 断 面 図 を  
示 し 、 （ ｂ ） は Ａ － Ａ 矢 視 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 第 １ 形 態 に お い て 、 開 弁 状 態 の 球 状 弁 用 中 栓 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 第 １ 形 態 に お い て 、 閉 弁 状 態 の 球 状 弁 用 中 栓 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 第 ２ 形 態 に お け る キ ャ ッ プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 第 ２ 形 態 に お け る Ｔ 字 弁 用 移 動 弁 体 の 図 で あ る 。 （ ａ ） 断 面 図 を  
示 し 、 （ ｂ ） は Ｂ － Ｂ 矢 視 を 示 す 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 第 ２ 形 態 に お い て 、 開 弁 状 態 の Ｔ 字 弁 用 中 栓 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 第 ２ 形 態 に お い て 、 閉 弁 状 態 の Ｔ 字 弁 用 中 栓 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 ２ 種 類 の 形 態 を 図 １ か ら 図 ８ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。  
な お 、 本 明 細 書 に 示 す 「 上 」 、 「 下 」 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ １ ０ に 対 し 、 容 器  
９ ０ が 下 方 向 に 位 置 す る 状 態 で の 向 き と す る 。 ま た 、 「 上 」 、 「 下 」 方 向 に 対 し て 垂 直 の  
方 向 を 「 水 平 」 方 向 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま ず 本 発 明 の 第 １ 形 態 に つ い て 図 １ か ら 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、  
本 発 明 の 実 施 の 形 態 の キ ャ ッ プ １ ０ は 、 例 え ば 醤 油 な ど の 内 容 液 Ｌ を 入 れ る 容 器 ９ ０ の 口  
部 ９ １ に 取 り 付 け ら れ て 、 口 部 ９ １ を 覆 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 容 器 ９ ０ は 、 外 容 器 ９ ２ に 、 内 容 液 Ｌ が 入 れ ら れ る 内 容 器 ９ ３ を 内 包 す る 二 重 構 造 容 器  
で あ る 。 口 部 ９ １ は 、 外 容 器 口 部 ９ ２ ａ と 、 外 容 器 口 部 ９ ２ ａ の 内 部 に 隙 間 を 隔 て て 配 置  
さ れ る 内 容 器 口 部 ９ ３ ａ と に よ り 構 成 さ れ る 。 外 容 器 口 部 ９ ２ ａ は 、 そ の 外 面 に 外 容 器 螺  
合 部 ９ ２ ｂ が 形 成 さ れ る 。 容 器 ９ ０ は 、 口 部 ９ １ の 蓋 を し た 状 態 で 押 圧 、 す な わ ち 外 容 器  
９ ２ を 押 圧 す る と 、 内 容 器 ９ ３ も 外 容 器 ９ ２ の 押 圧 方 向 に 変 形 す る 。 一 見 す る と 、 外 容 器  
９ ２ と 内 容 器 ９ ３ と の 間 に は 、 内 外 圧 調 整 空 間 Ｐ が あ り 、 外 容 器 ９ ２ の 変 形 は 直 接 的 に 内  
容 器 ９ ３ に 伝 わ ら な い 。 し か し 、 口 部 ９ １ は 蓋 を さ れ て い る た め 、 外 容 器 ９ ２ が 押 圧 さ れ  
た 場 合 に 、 内 外 圧 調 整 空 間 Ｐ の 内 部 の 空 気 は 外 部 に 流 出 す る こ と が で き ず 、 外 容 器 ９ ２ の  
変 形 に 伴 い 、 外 容 器 ９ ２ に 加 圧 さ れ た 内 外 圧 調 整 空 間 Ｐ の 空 気 が 、 内 容 器 ９ ３ を 押 圧 方 向  
に 変 形 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 キ ャ ッ プ １ ０ は 、 容 器 ９ ０ の 口 部 ９ １ に 取 り 付 け ら れ る キ ャ ッ プ 本 体 １ １ と 、 キ ャ ッ プ  
本 体 １ １ に 取 り 付 け ら れ る 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ （ 「 中 栓 」 の 一 例 ） と に よ り 構 成 さ れ る 。 キ  
ャ ッ プ 本 体 １ １ に は 、 変 形 す る こ と の で き る ヒ ン ジ １ ２ を 介 し て 上 蓋 １ ３ が 一 体 で 成 形 さ  
れ て い る 。 キ ャ ッ プ 本 体 １ １ と 、 ヒ ン ジ １ ２ と 、 上 蓋 １ ３ と は 、 合 成 樹 脂 な ど を 射 出 成 形  
さ れ た も の で あ る 。 容 器 ９ ０ に 取 り 付 け ら れ た キ ャ ッ プ １ ０ は 、 ヒ ン ジ １ ２ を 変 形 さ せ て  
、 キ ャ ッ プ 本 体 １ １ に 形 成 さ れ た 注 出 筒 ２ １ を 覆 う 位 置 に 、 上 蓋 １ ３ を 配 置 す る こ と が で  
き る 。 こ の よ う に 上 蓋 １ ３ を 配 置 す る こ と で 、 容 器 ９ ０ は 蓋 を し た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 キ ャ ッ プ 本 体 １ １ は 、 容 器 ９ ０ の 内 容 液 Ｌ を 注 出 す る 注 出 筒 ２ １ と 、 注 出 筒 ２ １ の 下 端  
か ら 径 方 向 の 外 向 き に 広 が る 天 面 部 ２ ２ と 、 注 出 筒 ２ １ と は 異 な る 位 置 で 天 面 部 ２ ２ か ら  
上 方 向 に 突 出 す る 空 気 取 り 入 れ 口 ２ ２ ａ と 、 天 面 部 ２ ２ の 外 周 か ら 下 方 向 に 筒 状 に 延 び て  
容 器 ９ ０ の 口 部 ９ １ と 螺 合 す る キ ャ ッ プ 本 体 外 周 筒 状 部 ２ ３ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 キ  
ャ ッ プ 本 体 外 周 筒 状 部 ２ ３ の 外 周 筒 状 部 内 面 ２ ３ ａ に は 、 外 容 器 螺 合 部 ９ ２ ｂ に 螺 合 す る  
外 周 筒 状 部 螺 合 部 ２ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ は 、 注 出 筒 ２ １ の 内 部 と 容 器 ９ ０ の 内 部 と を 連 通 す る 球 状 弁 用 筒 状 体  
３ ０ （ 「 筒 状 体 」 の 一 例 ） と 、 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ の 内 部 に 配 置 さ れ る 球 状 弁 ３ ５ （ 「 移  
動 弁 体 」 の 一 例 ） と 、 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ の 開 口 に 取 り 付 け ら れ る 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ と に  
よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ は 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ と 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３  
１ の 外 周 部 か ら 径 方 向 の 外 向 き に 広 が る 支 持 部 ３ ３ と に よ り 構 成 さ れ る 。 球 状 弁 用 筒 状 部  
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３ １ は 、 軸 心 方 向 で 一 定 の 内 径 を 有 す る 筒 状 の ス ト レ ー ト 部 ３ １ ａ と 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １  
ａ の ２ つ の 端 部 の う ち の 一 方 の 端 部 に 連 続 的 に 形 成 さ れ 、 そ の 内 径 が 連 続 的 に 拡 大 す る 拡  
径 部 ３ １ ｂ と 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ ａ の ２ つ の 端 部 の う ち の 他 方 の 端 部 に 連 続 的 に 形 成 さ れ  
、 そ の 内 径 が 連 続 的 に 縮 小 す る 縮 径 部 ３ １ ｃ と に よ り 構 成 さ れ る 。 拡 径 部 ３ １ ｂ に は 、 軸  
心 方 向 を 向 く 上 開 口 ３ １ ｄ が 形 成 さ れ 、 縮 径 部 ３ １ ｃ に は 、 軸 心 方 向 を 向 く 下 開 口 ３ １ ｅ  
が 形 成 さ れ て い る 。 上 開 口 ３ １ ｄ 側 に あ る 支 持 部 ３ ３ の 上 面 に は 、 環 状 の 弾 性 規 制 部 材 嵌  
合 部 ３ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 弾 性 規 制 部 材 嵌 合 部 ３ ３ ａ よ り も 径 方 向 に 沿 っ た 外 側 の 位  
置 に は 、 下 開 口 ３ １ ｅ 側 の 面 で あ る 下 面 か ら 上 面 に わ た っ て 切 欠 か れ た 空 気 弁 用 切 り 欠 き  
３ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ は 、 合 成 樹 脂 な ど を 射 出 成 形 し た も の で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ 本 体 １ １ の 外 周 筒 状 部 内 面 ２ ３ ａ に 支 持 部 ３ ３ の 外 周 部 が  
対 向 し 、 キ ャ ッ プ 本 体 １ １ の 内 側 の 面 に 支 持 部 ３ ３ の 上 面 が 当 接 す る よ う に 、 キ ャ ッ プ 本  
体 １ １ の 内 側 に 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ が 配 置 さ れ る 。 ま た 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 内 部 （ 「  
筒 状 体 の 内 部 」 の 一 例 ） は 、 注 出 筒 ２ １ の 内 部 と 、 同 一 軸 心 上 に 配 置 さ れ て い る こ と が 好  
ま し い 。 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 内 部 と 、 注 出 筒 ２ １ の 内 部 と が 同 一 軸 心 上 に な け れ ば 、 内  
容 液 Ｌ の 注 出 時 の 容 器 ９ ０ の 姿 勢 に よ っ て 、 開 弁 状 態 と な っ て か ら 注 出 筒 ２ １ か ら 注 出 さ  
れ る ま で の 間 に 一 時 的 に キ ャ ッ プ 本 体 １ １ の 内 部 に 溜 め ら れ る 内 容 液 Ｌ の 量 に 差 が 生 じ る  
。 よ っ て 、 容 器 ９ ０ に お い て 異 な る 姿 勢 で の 内 容 液 Ｌ の 注 出 を 比 較 す る と 、 注 出 開 始 時 の  
注 出 感 に 差 が 生 じ る 。 し か し 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 内 部 が 、 注 出 筒 ２ １ の 内 部 と 同 一 軸 心  
上 に 配 置 さ れ て い れ ば 、 容 器 ９ ０ の 姿 勢 が 異 な る こ と に よ り 、 上 記 の 一 時 的 に 溜 め ら れ る  
内 容 液 Ｌ の 量 に 差 が 生 じ な い た め 、 注 出 開 始 時 の 注 出 感 に 差 が 生 じ な い 。 こ の た め 、 キ ャ  
ッ プ 本 体 １ １ に 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ を 配 置 し た 際 に 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 内 部 と 、 注 出  
筒 ２ １ の 内 部 と が 同 一 軸 心 上 に 配 置 さ れ る よ う に 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ に 支 持 部 ３ ３ が 形  
成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 球 状 弁 ３ ５ の 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 軸 心 方 向 へ の 移 動 を 案 内 す る 案  
内 部 ３ ２ が 、 拡 径 部 ３ １ ｂ の 内 面 （ 「 筒 状 体 の 内 面 」 の 一 例 ） よ り 突 出 す る こ と が 好 ま し  
く 、 案 内 部 ３ ２ は 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 軸 心 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い  
。 一 方 で 、 案 内 部 ３ ２ を 設 置 す る と 、 内 容 液 Ｌ が 通 過 す る 空 間 の 水 平 方 向 の 断 面 積 が 減 少  
す る 。 当 該 断 面 積 の 減 少 を 低 減 す る た め に 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 周 方 向 に 隙 間 を 隔 て て  
、 複 数 の 案 内 部 ３ ２ を 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 軸 心  
方 向 へ の 球 状 弁 ３ ５ の 移 動 を 、 案 内 部 ３ ２ が 案 内 す る と と も に 、 案 内 部 ３ ２ の 間 の 隙 間 を  
内 容 液 Ｌ が 通 過 す る 。 す な わ ち 、 案 内 部 ３ ２ の 設 置 に よ る 内 容 液 Ｌ の 通 過 す る 空 間 の 水 平  
方 向 の 断 面 積 の 減 少 が 低 減 し て 、 案 内 部 ３ ２ の 設 置 に よ る 内 容 液 Ｌ の 注 出 量 の 減 少 を 低 減  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 球 状 弁 ３ ５ は 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の ス ト レ ー ト 部 ３  
１ ａ の 内 径 以 下 の 大 き さ 、 か つ 下 開 口 ３ １ ｅ の 内 径 を 超 え る 大 き さ の 外 径 を 有 し 、 合 成 樹  
脂 な ど を 射 出 成 形 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ は 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 内 部 に 配 置 さ れ た 球 状 弁 ３ ５ の 移 動 を 規 制  
す る 部 材 で あ る 。 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ は 、 膜 状 の 規 制 部 ４ １ と 、 規 制 部 ４ １ の 外 周 か ら 下 方  
向 に 筒 状 に 延 び る 弾 性 規 制 部 材 取 り 付 け 部 ４ ２ と 、 弾 性 規 制 部 材 取 り 付 け 部 ４ ２ の 外 縁 部  
の 一 部 か ら 径 方 向 の 外 向 き に 延 び る 空 気 弁 ４ ３ と に よ り 構 成 さ れ る 。 空 気 弁 ４ ３ は 、 そ の  
根 元 を 起 点 に 上 下 方 向 に 変 形 す る こ と が で き る 。 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ は 、 球 状 弁 ３ ５ よ り も  
柔 ら か く 、 弾 性 変 形 す る 材 料 に よ り 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 規 制 部 ４ １ は 、 球 状 弁 ３ ５ の 移 動 を 規 制 す る 部 位 で 、 上 開 口 ３ １ ｄ を 覆 う よ う に 配 置 さ  
れ る 。 一 方 で 、 規 制 部 ４ １ に 上 開 口 ３ １ ｄ が 覆 わ れ る と 、 内 容 液 Ｌ が 上 開 口 ３ １ ｄ を 通 過  
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す る こ と が で き な く な る 。 よ っ て 、 上 開 口 ３ １ ｄ か ら 内 容 液 Ｌ を 通 過 さ せ る た め に 、 注 出  
筒 ２ １ の 内 部 と 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ の 内 部 と を 連 通 す る 連 通 口 ４ １ ｂ が 、 規 制 部 ４ １ の 外  
縁 部 に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 規 制 部 ４ １ に は 、 そ の 中 心 に 向 か う に つ れ て 容 器 ９ ０ 側 で あ る 下 方 向 に 突 出 す る 弾 性 傾  
斜 部 ４ １ ａ が 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る と 、 例 え ば 規 制 部 ４ １ が 下  
方 向 に 傾 斜 す る 弾 性 傾 斜 部 ４ １ ａ が 形 成 さ れ た 場 合 と 、 弾 性 傾 斜 部 ４ １ ａ が 形 成 さ れ て い  
な い 場 合 と を 比 較 す る と 、 規 制 部 ４ １ が 上 方 向 に 押 圧 さ れ た 際 の 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ の 変 形  
量 は 、 前 者 の 方 が 大 き く な る 。 つ ま り 、 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ が 押 圧 さ れ た 際 、 弾 性 規 制 部 材  
４ ０ に 生 じ る 弾 性 力 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ は 、 規 制 部 ４ １ の 容 器 ９ ０ 側 で あ る 下 面 に 、 環 状 の 突 起 で あ る 弁 体 当  
接 部 ４ １ ｃ （ 「 当 接 部 」 の 一 例 ） が 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る と 、  
弁 体 当 接 部 ４ １ ｃ は 、 球 状 弁 ３ ５ の 一 部 分 と 嵌 ま る よ う に 当 接 し て 、 球 状 弁 ３ ５ の 水 平 方  
向 の 移 動 を 規 制 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 球 状 弁 ３ ５ と 、 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ と 、 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ と の 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ に 対 す  
る 配 置 、 お よ び そ の 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ の キ ャ ッ プ 本 体 １ １ に 対 す る 配 置 に つ い て 、 図 １ に  
よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 球 状 弁 ３ ５ と 、 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ と 、 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ と の 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ に 対 す  
る 配 置 つ い て 説 明 す る 。 球 状 弁 ３ ５ は 、 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ の 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ の 内 部  
に 配 置 さ れ る 。 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ は 、 弾 性 規 制 部 材 取 り 付 け 部 ４ ２ を 弾 性 規 制 部 材 嵌 合 部  
３ ３ ａ に 嵌 合 さ せ た 状 態 で 、 空 気 弁 用 切 り 欠 き ３ ３ ｂ と 空 気 弁 ４ ３ と が 、 球 状 弁 用 筒 状 部  
３ １ の 軸 心 方 向 で 重 複 す る よ う に 、 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う に 球 状 弁  
用 筒 状 体 ３ ０ に 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ を 配 置 す る と 、 上 開 口 ３ １ ｄ を 規 制 部 ４ １ が 覆 う よ う に  
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ は 、 支 持 部 ３ ３ の 外 周 が 外 周 筒 状 部 内 面 ２ ３ ａ に 対 向 す る と と も に 、  
キ ャ ッ プ 本 体 １ １ と 支 持 部 ３ ３ の 上 面 と が 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 球 状 弁 用 中  
栓 １ ５ は 、 空 気 弁 ４ ３ が 空 気 取 り 入 れ 口 ２ ２ ａ を 覆 う 状 態 で 、 キ ャ ッ プ 本 体 １ １ に 配 置 さ  
れ る 。 こ の よ う に 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ を キ ャ ッ プ 本 体 １ １ に 配 置 す る と 、 球 状 弁 用 筒 状 部 ３  
１ の 内 部 が 、 注 出 筒 ２ １ の 内 部 と 同 一 軸 心 上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ が 配 置 さ れ た キ ャ ッ プ 本 体 １ １ は 、 容 器 ９ ０ の 口 部 ９ １ を 覆 う よ う に  
配 置 さ れ る 。 キ ャ ッ プ 本 体 １ １ は 、 外 容 器 螺 合 部 ９ ２ ｂ に 外 周 筒 状 部 螺 合 部 ２ ３ ｂ を 螺 合  
す る こ と に よ り 、 容 器 ９ ０ の 口 部 ９ １ に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う に キ ャ ッ プ 本 体 １ １ を 、 容  
器 ９ ０ に 配 置 す る こ と で 、 内 容 器 ９ ３ の 内 部 と 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ の 内 部 と が つ な が っ て  
、 内 容 器 ９ ３ の 内 部 と 注 出 筒 ２ １ の 内 部 と が つ な が る 。 ま た 、 空 気 弁 ４ ３ が 、 そ の 根 元 で  
下 方 向 に 変 形 す る こ と で 、 キ ャ ッ プ 本 体 １ １ の 空 気 取 り 入 れ 口 ２ ２ ａ と 、 内 外 圧 調 整 空 間  
Ｐ と が つ な が る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 キ ャ ッ プ １ ０ が 、 開 弁 状 態 か ら 閉 弁 状 態 へ 移 行 す る 際 の 弁 の 動 作 に つ い て 、 図 ３ 、 図 ４  
に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 開 弁 状 態 の 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ 周 辺 の 拡 大 図 を 図 ３ に 示 す 。 例 え ば 外 容 器 ９ ２ を 外 側 か ら  
押 圧 し て 、 内 外 圧 調 整 空 間 Ｐ を 加 圧 す る と 、 内 容 器 ９ ３ の 内 部 の 圧 力 が 上 昇 し て 、 注 出 筒  
２ １ 側 へ 内 容 液 Ｌ が 球 状 弁 ３ ５ を 押 圧 し て 、 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ の 内 部 で 、 注 出 筒 ２ １ 側  
へ 向 か っ て 、 球 状 弁 ３ ５ が 移 動 す る 。 球 状 弁 ３ ５ が 拡 径 部 ３ １ ｂ に 達 す る と 、 球 状 弁 ３ ５  
と 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １ と の 間 に 内 容 液 Ｌ の 通 過 す る こ と が で き る 液 通 路 Ｌ Ｐ が 生 じ 、 開 弁  
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状 態 と な る 。 こ の 後 、 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ は 、 球 状 弁 ３ ５ に 押 圧 さ れ て 注 出 筒 ２ １ 側 へ の 変  
形 を 伴 い な が ら 、 球 状 弁 ３ ５ の 移 動 を 規 制 す る 。 な お 、 球 状 弁 ３ ５ と 球 状 弁 用 筒 状 部 ３ １  
と の 間 に 液 通 路 Ｌ Ｐ が 生 じ る 状 態 が 開 弁 状 態 で あ る が 、 図 ３ は 開 弁 状 態 の う ち 、 球 状 弁 ３  
５ が 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ に 規 制 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 閉 弁 状 態 の 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ 周 辺 の 拡 大 図 を 図 ４ に 示 す 。 外 容 器 ９ ２ へ の 押 圧 を 解 除 す  
る と 、 内 外 圧 調 整 空 間 Ｐ へ の 加 圧 が 解 除 さ れ 、 内 容 器 ９ ３ の 内 部 の 圧 力 が 下 が る 。 内 容 器  
９ ３ の 内 部 の 内 容 液 Ｌ の 一 部 は 注 出 さ れ て い る た め 、 内 容 器 ９ ３ の 内 部 の 圧 力 は 大 気 圧 よ  
り も 小 さ く な る 。 内 容 器 ９ ３ の 内 部 と 外 部 と の 間 に は 圧 力 差 が 生 じ て 、 こ れ に よ り 球 状 弁  
用 筒 状 体 ３ ０ の 内 部 で 下 方 向 へ 向 か っ て 球 状 弁 ３ ５ が 移 動 し 、 キ ャ ッ プ １ ０ は 開 弁 状 態 か  
ら 閉 弁 状 態 へ 移 行 す る 。 こ の 際 、 弾 性 規 制 部 材 ４ ０ の 変 形 を 伴 っ て 規 制 さ れ て い た 球 状 弁  
３ ５ は 、 内 容 器 ９ ３ の 内 部 と 外 部 と の 間 の 圧 力 差 に よ り 生 じ る 下 方 向 へ の 力 に 加 え 、 弾 性  
規 制 部 材 ４ ０ に よ り 生 じ る 弾 性 力 に よ り 下 方 向 へ 力 を 加 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 球 状 弁 ３  
５ は 下 方 向 へ 安 定 し て 移 動 す る こ と が で き る 。 球 状 弁 ３ ５ が 下 方 向 へ 移 動 す る と 、 球 状 弁  
用 筒 状 体 ３ ０ の 内 部 の 球 状 弁 ３ ５ に 対 し て 上 方 向 に サ ッ ク バ ッ ク 空 間 Ｌ Ｓ が 生 じ る 。 球 状  
弁 ３ ５ の 移 動 に よ り 生 じ た サ ッ ク バ ッ ク 空 間 Ｌ Ｓ は 、 一 時 的 に 周 囲 の 空 間 よ り も 圧 力 が 低  
く な る た め 、 注 出 筒 ２ １ の 内 部 に 残 存 し て い た 内 容 液 Ｌ は 、 サ ッ ク バ ッ ク 空 間 Ｌ Ｓ に サ ッ  
ク バ ッ ク さ れ る 。 こ の よ う に 下 側 へ 安 定 し て 球 状 弁 ３ ５ が 移 動 す る た め 、 キ ャ ッ プ １ ０ は  
、 注 出 筒 ２ １ の 内 部 に 残 存 す る 内 容 液 Ｌ を 安 定 し て 、 サ ッ ク バ ッ ク 空 間 Ｌ Ｓ に サ ッ ク バ ッ  
ク す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 球 状 弁 ３ ５ は 、 縮 径 部 ３ １ ｃ に 着 座 す る ま で 移 動 す る 。 な お 、 球 状 弁 ３ ５ と 球 状 弁 用 筒  
状 部 ３ １ と の 間 に 液 通 路 Ｌ Ｐ の な い 状 態 が 閉 弁 状 態 で あ る が 、 図 ４ は 閉 弁 状 態 の う ち 、 球  
状 弁 ３ ５ が 縮 径 部 ３ １ ｃ に 着 座 し た 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 他 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の  
場 合 は 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ ａ を 球 状 弁 ３ ５ が 移 動 し て い る 状 態 も 閉 弁 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 い で 図 ５ か ら 図 ８ を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 第 ２ 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ 形 態 で  
は 、 移 動 弁 体 の 一 例 と し て 球 状 弁 ３ ５ （ 球 形 状 の 弁 体 ） に つ い て 説 明 し た が 、 第 ２ 形 態 で  
は 、 抜 け 止 め 部 お よ び 柱 部 を 有 す る 弁 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 第 ２ 形 態 は 、 キ ャ ッ プ  
本 体 １ １ と 、 Ｔ 字 弁 用 中 栓 １ ６ と に よ り 構 成 さ れ る 。 Ｔ 字 弁 用 中 栓 １ ６ の 基 本 的 な 構 成 は  
、 本 発 明 の 第 １ 形 態 の 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ と 同 様 で あ る 。 球 状 弁 用 中 栓 １ ５ と 異 な る の は 、  
球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ の 代 わ り に 、 そ れ と は 形 状 の 異 な る Ｔ 字 弁 用 筒 状 体 ５ ０ （ 「 筒 状 体 」  
の 一 例 ） を 使 用 し 、 球 状 弁 ３ ５ の 代 わ り に 、 そ れ と は 形 状 の 異 な る Ｔ 字 弁 ６ ０ （ 「 移 動 弁  
体 」 の 一 例 ） を 使 用 し て い る 点 で あ る 。 な お 、 こ の よ う に 異 な る 点 が あ る が 、 本 発 明 の 第  
２ 形 態 は 、 本 発 明 の 第 １ 形 態 と 、 同 様 の 弁 の 開 閉 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｔ 字 弁 用 筒 状 体 ５ ０ は 、 Ｔ 字 弁 用 筒 状 部 ５ １ と 、 Ｔ 字 弁 用 筒 状 部 ５  
１ の 外 周 部 か ら 径 方 向 外 向 き に 広 が る 支 持 部 ５ ２ と に よ り 構 成 さ れ る 。 Ｔ 字 弁 用 筒 状 部 ５  
１ は 、 そ の 内 面 で あ る 側 壁 部 ５ １ ａ と 、 側 壁 部 ５ １ ａ に 容 器 ９ ０ 側 で 接 続 さ れ る 筒 底 部 ５  
１ ｂ と に よ り 構 成 さ れ る 。 筒 底 部 ５ １ ｂ に は 、 Ｔ 字 弁 用 筒 状 部 ５ １ の 軸 心 方 向 に 向 か っ て  
下 開 口 ５ １ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 そ の 他 の 構 成 は 、 球 状 弁 用 筒 状 体 ３ ０ と 同 様 で あ  
る 。 Ｔ 字 弁 用 筒 状 体 ５ ０ は 、 下 開 口 ５ １ ｃ が 支 持 部 ５ ２ に 対 し て 、 容 器 ９ ０ 側 に 向 く よ う  
に キ ャ ッ プ 本 体 １ １ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｔ 字 弁 ６ ０ は 、 側 壁 部 ５ １ ａ の 内 側 に 配 置 さ れ 、 下 開 口 ５ １ ｃ よ り  
も 大 径 で 、 Ｔ 字 弁 ６ ０ が 下 開 口 ５ １ ｃ を 通 っ て 容 器 ９ ０ 側 へ 移 動 す る の を 規 制 す る 円 板 形  
状 の 抜 け 止 め 部 ６ １ と 、 抜 け 止 め 部 ６ １ の 二 つ の 対 向 す る 面 の う ち の 一 方 の 面 か ら そ の 軸  
心 方 向 に 向 か っ て 延 び 、 下 開 口 ５ １ ｃ を 通 る 円 柱 状 の 柱 部 ６ ２ と に よ り 構 成 さ れ る 。 こ の  
よ う な 構 成 で あ る と 、 Ｔ 字 弁 ６ ０ は 、 Ｔ 字 弁 用 筒 状 部 ５ １ の 内 面 に 沿 っ て 、 そ の 軸 心 方 向  
に 移 動 す る こ と が で き る 。 ま た 柱 部 ６ ２ が 下 開 口 ５ １ ｃ を 通 る た め 、 Ｔ 字 弁 ６ ０ が Ｔ 字 弁  
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用 筒 状 部 ５ １ の 軸 心 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 柱 部 ６ ２ を 下 開 口 ５ １ ｃ が 案 内 し て 、 Ｔ 字 弁  
６ ０ の Ｔ 字 弁 用 筒 状 部 ５ １ の 径 方 向 へ の 移 動 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 で 、 柱 部 ６ ２ を 下 開 口 ５ １ ｃ に 通 す と 、 下 開 口 ５ １ ｃ に お い て 、 液 通 路 Ｌ Ｐ の 水 平  
方 向 の 断 面 積 が 小 さ く な り 、 柱 部 ６ ２ を 備 え な い 移 動 弁 体 を 使 用 す る 場 合 と 比 較 し て 、 内  
容 液 Ｌ の 注 出 量 が 減 少 す る 。 内 容 液 Ｌ の 注 出 量 の 減 少 を 低 減 す る た め に 、 柱 部 ６ ２ は 、 側  
面 か ら 突 出 し た 状 態 で 柱 部 ６ ２ の 軸 心 方 向 に 延 び る 柱 部 突 起 ６ ２ ａ を 有 す る こ と が 好 ま し  
く 、 柱 部 突 起 ６ ２ ａ は 、 柱 部 ６ ２ の 周 方 向 に 隙 間 を 隔 て て 複 数 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い  
。 ま た 、 柱 部 突 起 ６ ２ ａ は 、 下 開 口 ５ １ ｃ の 軸 心 方 向 長 さ よ り も 長 い こ と が 好 ま し く 、 柱  
部 ６ ２ の 上 端 か ら 下 端 に 至 る こ と が 好 ま し い 。 柱 部 ６ ２ が 柱 部 突 起 ６ ２ ａ を 有 す る こ と で  
、 Ｔ 字 弁 ６ ０ が Ｔ 字 弁 用 筒 状 部 ５ １ の 軸 心 方 向 に 移 動 す る 際 に 、 柱 部 突 起 ６ ２ ａ の 外 径 と  
、 下 開 口 ５ １ ｃ の 内 径 と に よ り 、 Ｔ 字 弁 ６ ０ は 案 内 さ れ る 。 よ っ て 、 柱 部 突 起 ６ ２ ａ の 外  
径 の 大 き さ を 下 開 口 ５ １ ｃ の 内 径 の 大 き さ に 合 わ せ さ え す れ ば 、 柱 部 ６ ２ の 断 面 積 を 小 さ  
く す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 下 開 口 ５ １ ｃ と 柱 部 ６ ２ と の 間 に 生 じ る 液 通 路 Ｌ Ｐ  
が 、 柱 部 突 起 ６ ２ ａ が 形 成 さ れ て い な い 場 合 よ り も 大 き く な り 、 柱 部 ６ ２ を 備 え る こ と に  
よ る 内 容 液 Ｌ の 注 出 量 の 減 少 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｔ 字 弁 用 筒 状 体 ５ ０ は 、 筒 底 部 ５ １ ｂ が 、 下 開 口 ５ １ ｃ の 縁 で 注 出  
筒 ２ １ 側 に 突 出 す る 筒 底 部 側 環 状 突 起 ５ ３ を 有 す る こ と が 好 ま し く 、 Ｔ 字 弁 ６ ０ は 、 抜 け  
止 め 部 ６ １ が 、 そ の 外 縁 で 容 器 ９ ０ 側 に 突 出 す る 抜 け 止 め 部 側 環 状 突 起 ６ ３ を 有 す る こ と  
が 好 ま し い 。 こ の よ う な 構 成 で あ る と 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 筒 底 部 ５ １ ｂ に Ｔ 字 弁 ６ ０ が  
着 座 し た 際 に 、 抜 け 止 め 部 側 環 状 突 起 ６ ３ の 面 と 、 そ の 抜 け 止 め 部 側 環 状 突 起 ６ ３ と 対 向  
す る 筒 底 部 側 環 状 突 起 ５ ３ の 面 と の 間 に 液 封 空 間 Ｓ が 形 成 さ れ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 液  
封 空 間 Ｓ を 内 容 液 Ｌ が 満 た す こ と で 、 Ｔ 字 弁 用 筒 状 体 ５ ０ は 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 を 適 用 可 能 な 形 態 は 、 上 述 の 実 施  
形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 移 動 弁 体 の 移 動 が 弾 性 規 制 部 材 に よ り 規 制 さ れ る 際 に 、 弾  
性 規 制 部 材 が 弾 性 変 形 を 伴 っ て 、 移 動 弁 体 の 移 動 を 規 制 す る と い う 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し  
な い 範 囲 で 適 宜 変 更 を 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 キ ャ ッ プ １ ０ が 取 り つ く 容 器 ９ ０ と し て 、 二 重 構 造 容 器 を 例  
示 し た が 、 上 記 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な け れ ば 、 容 器 は 二 重 構 造 と す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ６ に 示 す 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の Ｔ 字 弁 用 筒 状 体 ５ ０ に Ｔ 字 弁 ６ ０ が 着 座 し た 際 に 、 抜  
け 止 め 部 側 環 状 突 起 ６ ３ の 側 面 が 、 筒 底 部 側 環 状 突 起 ５ ３ の 側 面 と 隙 間 を 隔 て て 対 向 し て  
お り 、 そ れ ら の 間 の 空 間 に 液 封 空 間 Ｓ が 形 成 さ れ て い た 。 し か し 、 抜 け 止 め 部 側 環 状 突 起  
６ ３ の 面 と 、 そ の 面 と 対 向 す る 筒 底 部 側 環 状 突 起 ５ ３ の 面 と の 間 に 液 封 空 間 Ｓ が 形 成 さ れ  
る と い う 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 を 加 え る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
１ ０           キ ャ ッ プ
１ １           キ ャ ッ プ 本 体
１ ５           球 状 弁 用 中 栓
１ ６           Ｔ 字 弁 用 中 栓
２ １           注 出 筒
３ ０           球 状 弁 用 筒 状 体
３ １ ｄ         上 開 口
３ １ ｅ         下 開 口
３ ２           案 内 部
３ ５           球 状 弁
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４ ０           弾 性 規 制 部 材
４ １           規 制 部
４ １ ａ         弾 性 傾 斜 部
４ １ ｂ         連 通 口
４ １ ｃ         弁 体 当 接 部
５ ０           Ｔ 字 弁 用 筒 状 体
５ １ ｃ         下 開 口
５ ３           筒 底 部 側 環 状 突 起
６ ０           Ｔ 字 弁
６ １           抜 け 止 め 部
６ ２           柱 部
６ ２ ａ         柱 部 突 起
６ ３           抜 け 止 め 部 側 環 状 突 起
９ ０           容 器
９ １           口 部
Ｌ             内 容 液
Ｓ             液 封 空 間
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 7706740 B2 2025.7.14(11)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

JP 7706740 B2 2025.7.14(13)

フロントページの続き

(56)参考文献 特開２０１４－１９３７４６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１１－２３０８４３（ＪＰ，Ａ）
特開２０１４－０６９８３７（ＪＰ，Ａ）
特開２０１２－０３０８６４（ＪＰ，Ａ）
実公昭４８－０３１０８６（ＪＰ，Ｙ１）
特開２０１５－１６０６６８（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－０５２５１７（ＪＰ，Ａ）
米国特許第０５４７４５４１（ＵＳ，Ａ）
中国特許出願公開第１５４３５６５（ＣＮ，Ａ）
独国実用新案第２０２０１９１０７２８５（ＤＥ，Ｕ１）
特開平０７－２２３６５９（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ６５Ｄ    ４７／２４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

